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背景
• Stack Overflowを代表とするQAサイトの回答で
はコードの例が載せられる

•コード例を⾃分のコードに適⽤したい開発者は
コード例を使える形に直す必要がある

•コード例を直すには⼿間がかかる
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⽬的・アプローチ
•⽬的
• コード例を⾃分のコードに適⽤する際の援助を⾏う
ツールEXAMPLESTACKを構築する

•アプローチ
• SOのコード例の内，GitHubのプロジェクトで利⽤さ
れているものを⾒つける
• SOのコード例がGitHubのプロジェクトでどのように
適⽤されているかを調査する
• 調査した適⽤タイプからツールを構築する
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SOからコード例の抽出
• 2016年10⽉に投稿された回答を使⽤

•タグがjavaまたはandroidの回答312219本の中の
htmlタグ<code>で囲まれたコードを取得
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利⽤されたSOのコード例の特定
1. GitHubプロジェクトの選択

• フォークされたものではない，かつ，スターが5つ以上

2. GitHubプロジェクトで利⽤されているSOコードの特
定
• クローン検出ツールSourcererCC[1]を使⽤

3. GitHubコードとSOコードの作成⽇時の⽐較
• GitHubコードよりも後に作成されたSOコード例を除去

4. GitHubコードでSOの投稿の参照があるかを確認
• GitHubコードにSOのコード例を参考にした旨を明記している
かを確かめる
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タイプ分けに⽤いるデータ
•利⽤されたコード例特定step4まで
• adaptationデータセット
• 629件

•利⽤されたコード例特定step3まで
• variationデータセット
• 14124件

•それぞれのデータセットから200件ずつ適⽤タ
イプの分類に⽤いる
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SOコードとGitHubコードの差分取得

•コード適⽤時に加えた変更を取得するために差
分取得を⾏う

• GumTree[2]を⽤いてコードをASTに変換し，差
分を取得
• GumTree：ソースコードをASTに変換し，差分抽出
などを⾏うツール
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適⽤タイプの分類
•本論⽂の2⼈の筆者がコード例を⽬視で適⽤タ
イプを分類

• 200のコード⽚の内，まず90個ずつ⽬視して適
⽤タイプが存在することを観察

•残りのコード⽚も分類
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得られた適⽤タイプ
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適⽤に要する変更数の調査
• SOのコード例を⾃分のコードに適⽤する際に
加える変更数を調査
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適⽤タイプの頻度の調査
• adaptationデータセットとvariationデータセット
とで⽤いられた適⽤タイプの頻度を調査
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EXAMPLESTACKの動作
1. SOから利⽤したいコードを⾒つける

2. GitHubから類似のコードを取得

3. ⾍⾷いコードの⽣成

4. ⾍⾷い部分を⾃分のコードに合うように埋め
る
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EXAMPLESTACKの動作
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• Chromeの拡張機能として動作する



EXAMPLESTACKの動作
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⾍⾷いコードの⽣成
• SOコードとGitHubコードの差分取得
• 差分がある部分を空欄にする

•差分のグルーピング
• 同じ位置にあり，意味的に異ならない部分を1つの
差分にまとめる

•ドロップダウンメニューの作成と⾊つけ
• 複数の差分をドロップダウンに表⽰
• 各差分がどの適⽤カテゴリに属するかを判定し⾊付
けする
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ツールの評価実験
• ソフトウェア⼯学を学ぶ学部⽣14⼈と⼤学院⽣2⼈
がツールの評価

• ツールを使う場合と使わない場合とで4種のタスク
を⽤意し，操作性を⽐較

• 各タスクでどの部分を変更したか，またどのよう
にして変更したかを尋ねる

• 提案したツールが開発者に適⽤⽅法を思いつかせ
ることができるかを評価する
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評価実験の結果
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ツールを使わない ツールを使う

全体的に加えられた変更数が多く⼿
間がかかっているが，コードの安全
性の考慮やロジックの変更の追加が
⾏われている



参加者の声
• SOコードを適⽤する際にGitHubコードを⾒た⽅
が適⽤しやすいか
• 適⽤する際の納得を得るための近道になる
• ミスするかもしれない部分に注⽬できる

•⾍⾷いコードでのやり取りは適切か
• 従うべき良い習慣を強調し，最初にすべき変更を優
先づけしてくれる
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参加者の声
•カテゴリごとの⾊分けは適切か
• 多くの被験者は便利だと答えたが6⼈の被験者は混
乱すると訴えた

•どのようなときにこのツールを使うか
• APIの使い⽅を学ぶとき
• 規模が⼤きいコードを適⽤したいとき
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まとめ・所感
•まとめ
• コード例を⾃分のコードに適⽤する際のタイプを分
類した
• どのような適⽤タイプが頻出するかを調査した
• 適⽤タイプをもとにコード例の適⽤の援助を⾏う
ツールを実装した

•所感
• ツールを使った場合のコードの適⽤の⽅が後々ソー
スコードの品質に悪影響を与えにくいかが気になる
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